
ご理解、ご協力、ありがとうございました 
    校 長 神 田  哲 

 「命二つの 中に生きたる 桜かな」 

 旧友との再会の喜びと満開の桜の美しさを詠んだ松尾芭蕉の俳句です。日本は桜の季節が近づいていま

す。私は桜の季節に行われる卒業式が近づくと松尾芭蕉のこの俳句を思い出します。 

 卒業していく子どもたちに対して、自らを「命一つ」として、一つしかないかけがえのない大切な存在

として自覚するとともに、隣の友を、そして、自分の周りにある人や物、すべてのことや事象を「命二

つ」として大切にしてほしいと願っています。自他の命を思いやり、そして、一人一人が世界で活躍する

人に成長することを願っています。 

 これは自分と他者だけではなく、国際社会でも言えると思います。日本、ＵＡＥ共に自国のアイデンテ

ィティーを大切にしながら、国際平和に貢献するグローバル人材の育成が叫ばれています。日本、ＵＡＥ

それぞれの独自の文化を大切にしながら、異文化を理解し、どのような文化背景の人ともコミュニケーシ

ョンを図っていくことが求められます。アブダビ日本人学校は、民族、言語、宗教、文化、習慣が違う両

国の子どもたちが共に学んでいます。子どもたちは、グローバル化の進展や人工知能（ＡＩ）の飛躍的な

進化など社会の加速度的な変化に対応し、あらゆる困難にも打ち克ち、厳しい現実を変革しながら、令和

の時代を築くために発揮するべき「国際性」という可能性を日々の学校生活の中で磨いていると思いま

す。アブダビ日本人学校の全ての子どもたちが「命二つ」を大切にして、日本とＵＡＥの架け橋となり、

これからのグローバル社会の先頭に立って活躍することを願っています。 

 

 中学校２年生女子の作文です。日本、ＵＡＥ両国の子どもたちが学ぶ本校の生徒らしい、将来を見据え

た作文です。また、最終学年を迎える意気込みが感じられます。皆様にも紹介させていただきます。 

 

２０２３の夏 

中２ 女子 

 １学期。私は意味もなく学校に来ていた。Ｇ５からＧ７の時は、怠けていたので勉強する意味がないと思ってい

た。夏休みになることを指折り数えていた。 

 夏休み。私はいろいろな国に行って、国籍や価値観が違う人々と出会って話を聞いた。出会った人みんなに

共通していたのは、自分が選んだ人生を生きているということだ。 

 ２学期。私は勉強を優先し始めた。１学期の分まで２学期もやって、やっと３学期はこれまでの成果が表れるよ

うになった。 

 私をここまで変えたのは、間違いなく夏休みに出会った人々だ。その人たちと話す中で気がついたことは、ふざけ

ることはいつでもできるが勉強や授業は決められたときにしかできないということだ。だから、自分や他人の時間を無

駄にしないことが大切なのだと分かった。さらに、自分の目標を明確にし、その目標に向かってひたすら進むことも

大切だと気づいた。 

 今の私の一番の目標は自分の可能性を広げることだ。私は日本人学校で学んで日本語で教科がよく理解で

きるようになったが、他の言語でも内容が分かるようになりたい。私は１年後に日本に行くつもりでいるので、日本に

行くと学校の勉強に夢中になって他のことをする時間があまりないと思う。だから、今のうちにアラビア語や日本語

だけでなく、他の言語もしっかりと勉強したい。そして、自分の世界をどんどん広げていきたい。 

 今を大切にし、私だけにしか歩めない人生を私らしく歩んでいきたい。 
 

 本年度も本校教育活動へのご理解、ご協力いただき感謝申し上げます。令和６年度もどうぞよ

ろしくお願いいたします。 
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３月の行事予定 
  ４日（月）参観日・学級懇談会         ５日（火）エミラティ集会 

  ７日（木）卒業式             ８日（金）修了式・離任式 

 

令和６年度 １学期の主な予定（確定ではありません） 

４月 
    １５日（月）始業式 入学式            １６日（火）バス集会 

 １７・１８日（水・木）身体計測           ２５日（木）委員会活動 

    ２９日（月）授業参観・学級懇談会 

５月 
     １日（水）避難訓練                ８日（水）水泳学習 

     ９日（木）委員会活動         １３・１５日（月・水）スポーツ教室 

    １４日（火）進路説明会            １５日（水）水泳学習 

 ２０・２２日（月・水）スポーツ教室         ２１日（火）水泳学習                 

 ２７・２８日（月・火）中間テスト（中学部）     ２９日（水）水泳学習 

６月 
     １日（日）第１回英検一次        ３・ ５日（月・水）スポーツ教室              

     ５日（水）避難訓練              ６日（木）委員会活動 

 １０・１２日（月・水）スポーツ教室         １２日（水）委員会集会                  

    １３日（木）内科・歯科検診             ２１日（金）百人一首大会・授業参観 

７月 
  １・ ２日（月・火）期末テスト（中学部）       ４日（木）委員会活動 

     ７日（日）第１回英検二次        ８・１０日（月・水）スポーツ教室 

     ９日（火）実力テスト（Ｇ５～Ｇ９）     １０日（水）委員会集会 

 １５～１７日（月～水）個人懇談           １９日（金）終業式      

 

 

令和５年度 年度末に帰任する教員 紹介 

 ７名の教員がこの度帰任することになりました。７名に代わりお礼申し上げます。 

 大変お世話になりました。ありがとうございました。 

  

 阿久津千佳 

 この度、アブダビ日本人学校での３年間の任期が終わり、本帰国することとなりました。在任

中は保護者の皆様、理事会の皆様、学校スタッフに支えられ無事に過ごすことができました。心

より感謝申し上げます。私はこの３年間１年生の担任としてお子様たちの成長を感じることがで

き、充実した日々でした。着任した３年前はコロナ禍の真っただ中で、学校生活が大きく制約さ

れていました。そんな中でも、お子様たちの素直さや明るさが私の支えとなりました。私の小さ

な関りがお子様たちの未来に少しでもよい影響を与えられたなら嬉しく思います。これからの皆

様の幸せと健康、お子様たちの成長を願っております。 

 

 荒川 慶悟 

 保護者の皆様には３年間に渡り大変お世話になりました。初めての海外赴任、赴任当初はコロ

ナ禍と戸惑うこともありましたが、日本人学校の温かい子どもたちに触れ、元気づけられたこと

も多々あります。日本人とエミラティの子どもが共に学ぶ世界唯一の学校での経験は大変貴重な

ものとなりました。エミラティの子どもたちは「日本人のみんなはまじめで頑張り屋さん」と言

い、日本人の子は「エミラティのみんなは自分に自信があって、発表や自己表現が上手でうらや

ましい」と言う。お互いがお互いの良さを認め合う姿からここに理想とする国際社会の姿がある

と実感しました。今後もこの経験を糧にし、頑張っていきます。 

 これまで本当にありがとうございました。 



 

大須賀史子 

３年前、この学校に着任した当初は、コロナ禍の影響でオンライン授業を行ったり、行事も制

限されたりしていました。しかし、そんな状況でも、子供たちは前向きで笑顔でした。彼らの一

生懸命さは、どんな状況でも変わらず、私の支えとなりました。日本人とエミラティの子供たち

が一緒に学ぶこの学校は、世界でも唯一の学校であり、そのユニークな雰囲気と活気に満ちてい

ます。3年間、この環境で働くことができ、とても嬉しく思います。子供たちが学びを楽しみ、

成長できるのも、保護者の皆様のご理解とご協力があってこそです。 

この 3年間、本当にありがとうございました。しゅくらん。 

 

 紀平 麻里 

 ３８年間日本で教員をしてきて、３５年ぶりに小学校の担任を任され、初めて教員になったと

きのことを思い返しながら２年間過ごしました。もう一度中学３年生の担任がしたいと定年退職

後もこの仕事を続けたので、最後の１年間は、念願がかなって感無量でした。これまで多くの生

徒の進路選択に関わってきましたが、日本人学校生徒の進路選択の難しさを痛感しました。高等

学校はあくまでも通過点。ひとりひとりが、自分の進む道を保護者の方と相談しながらも自分で

切り開いていく、輝かしい未来にエールを送ります。いつの日か世界のどこかで再会できればい

いですね。３年間、ありがとうございました。 

 

 野口 桃子 

 この度、鹿児島県に帰任することになりました。お世話になった方々に心よりお礼申し上げま

す。私は、生まれた国や環境が違っても友達になれるということ、共に学び高め合えるというこ

とを子どもたちから学びました。毎日、子どもたちの笑顔に元気をもらい、日々の成長を見るの

が楽しみでした。アブダビ日本人学校で出会った子どもたちが、将来どんな道を歩んでいくか、

想像が膨らみます。いつかどこかで再会した時には、この 3年間の思い出を一緒に語り合いたい

です。３年間本当にありがとうございました。 

 

 松永 大樹 

 アブダビ日本人学校では、エミラティ児童生徒の支援担当として２年間勤務させていただきま

した。エミラティと日本人が共に学ぶ世界で唯一の日本人学校での２年間は私にとって、貴重な

経験となりました。みなさんの今後の活躍を日本から応援しています。 

日々の教育活動にご理解とご協力をいただいた保護者の皆様を始め、アブダビ日本人学校に携

わる全ての皆様に改めて感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

山下 祐史 

 「幸を分けあう 文化と石油 共に栄える 恵み讃えて 世界の友と手を繋ぐ～♪」 

 正に、校歌の通りと感じることが多々ある日々でした。日本人とエミラティが同じ教室で学ぶ

姿は、日本とＵＡＥの明るい未来を表している様で、私自身も活力を分けてもらっていました。

異国の地で日々様々なことを学んでいる皆さんの将来がとても楽しみです。いつか大人になった

時に、「あの時、ＵＡＥにいたから今の自分がある！」と胸を張って言える様に、一瞬一瞬を全

力で生きてください。大変なこともたくさんあると思いますが、皆さんなら絶対乗り越えられま

す！ 
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